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D 19 農薬散布作業服におけるブロアー使用の効果について
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目的　農薬散布作業を通しての健康障害は夏期に集中し、その原因として、作業服の衣服

気候が高温多湿化することによるうつ熱、又はこれを回避するために作業者が作業服を着

用したがらないことなどがあげられる。本研究は演者らが先に共同開発した農薬散布作業

服にブロアーを導入し、フィルター　を通した洗浄空気を衣服内に送気して対流効果を高めることに

より作業衣服内の衣服気候及び作業者の着用感の改善を試みたものである。

方法　着衣条件は、Ａ）作業服、シ3-ツ、ブラジャー、アミシャツ上・下、靴下、運動靴、Ｂ）Ａ十laアー

｛興研製BU-7 OB (送風量　□0 a ）と、バッf]イ　BP-7 （6時間使用可）総重量　1. 6Kg}、Ｃ）Ａ＋

7－f型ブvアー、被験者は成人女子４名、環境・運動負荷条件は、30士　It;、50 ± 10%、25±

3 cm／sで、準備→安静3 0分→エルゴメータ負荷(500）10分→安静2 0分とし、この間、衣内温湿度

３点、皮膚温　８点、直腸温、口腔温、温冷感、湿潤感、快適感の測定を１分毎に、また前

後に体重を測定し、蒸発量を求めた。

結」襄　1.予備実験の結果、7-Fの構造やブuアの位置によって、冷却効果が異なることを確認

し、ブロアーは後頭部が最も有効に快適感を改良することを見出した。2. ブロアーの使用は、頭部

及び背面の衣内温湿度を低下させ、胸部には殆ど影響しなかった. 3.ブｕアーの使用によっ

て、温冷感・湿潤､感・快適感ともに顕著な改善が認められ、この傾向は、直腸温の変化と

も連動する傾向にあった。4 . 7 - K型ブロアーは顔面部も覆われているため不快感が強く、COz

濃度の上昇の面からも問題があると思われる。5.以上総合して、農薬散布作業服に1nアーを

併用することは農作業の負担軽減に有効と考えられる。　　　本研究の一部は、文部省科研費の補肋によった。
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空中散布妁予われてロるが‘散布珍は2 日胴空中に農筆り辱遊してロ5 と言わわフレ･る。室

や/こ浮游して丿ろ農奮だ農筆致布時の農薯がマ7ワPi

寸う過程の)くカニヌUはがﾉ知うれてt万丿。最初こ瀋作業着の表剛力ヽう内側A (7)農肇の

週湿遇程芭拝討すうことどs的とした。

　方法　f 蒼は行田()3/i)i?で･使用頻/ずのあロ農華とし了叔蔚削3種類. n^知z種類き遼

んTz,農作業着は着用実能調査に基ブロて市mのt貰着叫堵類と補詞被服り種類で･あう。

ji湿i|§ffの零験は、J I S (7)い0%)こ基ブざ、透湿李(州＝シいloot faした。試料ぱ直

働〇(皿の試料片芭用い、最柏こ膚作業着目なの鴇合の透湿掌右貧出し■.以Z9l-m/Z着用して

ロ5農作業着き下にして、Yの上IZ下着の丁シやツ乞奎ねて２枚tねた場合の週湿事ざず

ｉし↑乙。落葉の鷹痩はl '・、O.I'I'.0､)ほの3種で･ある。

　結果　水和則のTMの透湿ずゲ化の^･種類の農筆よりt/J･ごく、%iit剤の£)丁が｀最も速

湿事が尤ぎり｀、た。農作業着は防除きの適湿率がZ 'I-ゲ弓わ/. で･最も''7なく、化の農作業

ぱ水和則でZり､い/､ｶヽう狸5'I・で乳化剤ではib､i^-/､り｀う卯ﾂﾞ､の透湿帯で･あ、た。楕助棺畷It

マmmの透湿率ゲ2/･/｡がう舛φで･吃の禎助槽服よりも々フロ。織叱t編把の相遠江峨把

の塘湿李り吠きﾚ/。防除衣のフ1 ﾉしね類は最もヤなレ･。農畢の濃虜ど^湿ずの^光差μニ

元配置万散が抑の結果μ料明＼zのみI '/のボ摩で胃うﾅXだ。


